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１月24 日（金）、幼稚園のお楽しみ会でウェ

スと追つかけっこのゲームをして楽しく遊んだ

あとのひとこま。みんなちょつと疲れたのかな？

それとも緊張してるのかな？静かなお昼ご飯で

した。
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村連合PTA研修

会話し合ってみました

いろんなこと。

『
今
こ
そ
、
み
ん
な
で
話
し

合
っ
て
考
え
て
み
よ
う
！
地

域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
成

す
る
た
め
に
　

蓬
田
の
子
ど

も
の
健
全
育
成
を
め
ざ
し
て
』
。

「
な
ぜ
健
全
育
成
が
必
要
な

の
で
し
ょ
う
。
今
、
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
私
た

ち
が
子
ど
も
だ
っ
た
こ
ろ
に
比

べ
、
遊
び
、
テ
レ
ビ
番
組
、
遊

び
場
等
、
ど
れ
一
つ
と
っ
て
も

大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
と
同

時
に
、
子
ど
も
の
心
の
成
長
も

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
す
ぐ

キ
レ
ル
子
や
す
ぐ
飽
き
て
し
ま
っ

て
長
続
き
し
な
い
子
。

し
か
し
、
大
人
の
立
場
か
ら

考
え
る
と
、
子
育
て
が
よ
く
わ

か
ら
な
い
、
子
ど
も
と
の
接
し

方
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う

親
も
確
か
に
お
り
、
決
し
て
子

ど
も
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
会
は
、
積
極
的

に
意
見
を
交
換
す
る
と
い
う
内

容
で
し
た
。
参
加
者
は
少
な
か
っ

た
も
の
の
、
参
加
し
た
全
員
が

発
言
し
、
時
間
が
足
り
な
い
く

ら
い
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

主
体
的
に
取
り
組
ん
で
研
修
会

を
し
て
い
き
ま
す
」

村
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局

蓬
小
　
尾
崎
教
頭

い
つ
も
は
口
う
る
さ
い
・
：
か

も
し
れ
な
い
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
、
先
生
、
地
域
の
人
た
ち

は
こ

ん
な
ふ
う
に
考
え
て

い
ま

す
。
小

・
中
学
生
の
み
な
さ
ん

に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ

ん
な
思
い
を
込
め
て
、
こ
こ
に

話
し
合
わ
れ
た
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。
小
さ
な
子
に
は
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
家
族
で
話
題
に
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

小
学
校
分
科
会

テ
ー
マ
「
完
全
学
校
週
５
日
制

の
も
と
で
の
地
域
・
学
校
で
の

取
り
組
み
」

・
土
曜
日
は
友
だ
ち
と
遊
ん
で

い
る
。

・
共
働
き
の
家
庭
で
も
、
親
の

目
の
届
く
と
こ
ろ
で
。
（
ど
こ

で
誰
と
）

・
子
ど
も
に
は
い
く
つ
か
ル
ー

ル
を
。
（
朝
夕
や
食
事
の
あ
い

さ
つ
な
ど
）

・
し
か
る
と
き
は
し
か
り
、
褒

め
る
と
き
は
褒
め
る
。
親
と
子

の
関
係
を
し
っ
か
り
と
。

・
基
本
は
家
庭
の
中
で
の
あ
い

さ
つ
↓

地
域
ぐ
る
み
の
育
成
も

同
し
。

・
子
の
顔
と
名
前
を
覚
え
る
。

↓

子
の
名
を
呼
ん
で
あ
げ
る
。

（
こ
れ
が
地
域
の
育
成
に
）

・
中
学
生
は
大
人
と
思
っ
て
す

ぐ
放
す
の
で
は
な
く
、
死

ぬ
ま

で
子
ど
も
。
（
年
齢
に
合
わ
せ

た
指
導
を
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
廃
品
回
収

な
ど
）
も
効
果
的
。

・
親
子
で
共
通
の
話
題
を
も
つ
。

（
例
え

ば
社
会
の
事
件

の
話
を

し
て
、
一
緒
に
考
え
て
み

る
）

・
自
分

が
家
族
、
地
域
の
一
員

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ

る
よ

う
な
育
て
方
。

・
子
は
宝
。
子
ど
も
に
手
間
を

か
け
て
い
る
か
。

・
親
の
輪

が
、
子
の
輪
に
。
上

の
子

が
、
下
の
子
に
。

・
子
ど
も
の
宿
題
を
み
て
い
る

か
。

・
土
曜
日
に
行
事

が
あ
れ
ば
。

（
月
に
一
度
く
ら

号

中
学
校
分
科
会

テ
ー
マ
「
子
ど
も
の
成
長
に
伴

う
家
庭
の
役
割
」

○
朝
食
を
食
べ
な
い
。

・
夜
寝
る
の
が
遅
い
か
ら
。
朝

食
抜
き
は
集
中
力
に
欠
け
、
活

力
・
体
力
不
足
に
つ
な
が
る
。

○
携
帯
電
話

・
県
内
で
も
出
会
い
系
サ
イ
ト

で
女
子
中
学
生
が
つ
か
ま
っ
て

い
る
。

・
親
と
の
や
り
取
り
の
な
い
ま

ま
、
電
話
料
金
が
高
額
に
↓

家
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族
の
中
で
話
し
合

い
が
で
き
て

い
る
上
で
の
こ
と
な
ら
か
ま
わ

な
い
の
で
は
。

・
外
国
の
親
に
は
き
ち
ん
と
威

厳
が
あ
る
。
日
本
は
子
ど
も
が

優
位
に
立
っ
て
い
る
感
じ
。

○
自
然
体
験

・
昔
の
親
は
、
子
ど
も
に
働
く

姿
を
見
せ
て
き
た
。
今
、
そ
う

い
う
体
験
が
少
な
い
。

・
先
日
、
イ
モ
を
掘
ら
せ
た
ら

喜

ん
で

や
っ
て

い
た

。
「
誰
の

が
大
き

い
、
小
さ
い
。
ど
う
し

て
？
」
↓

会
話
の
中
か
ら
物
を

覚
え

る
。

・
自
然
体
験
の
不
足

が
あ
る
↓

学
校
で
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
を
設
け
て

い
る
。

○
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・

悪

い
こ
と
を
し
た
ら
し
か
る
の

も
大
事
。
た
た
く
こ
と
も
時
に

は
必
要
。
昔
の
先
生
は
、
た
た

く
の
が
当
た
り
前
た
っ
た
。

・
最
近
の
子
ど
も
は
、
な
ぜ
た

た
か
れ
た
か
、
何
か
悪
く
て
し

か
ら
れ
た
か
わ
か
ら
な
い
。

・
昔
は
「
集
団
教
育
」
が
徹
底

さ
れ
て
い
た
。
悪
い
こ
と
を
す

れ
ば
、
仲
間
も
同
じ
よ
う
に
し

か
ら
れ
た
。
今
は
、
個
が
尊
重

さ
れ
て
い
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ

の
ボ
ス
を
指
導
し
て
も
他
の
メ

ン
バ
ー
が
良
く
な
る
と
は
隕
ら

な
い
。

・
学
校
開
放
の
一
環
と
し
て

「
オ
ー
プ
ン
ウ
ィ
ー
ク
」

が
行

わ
れ
た
。
一
方
で
、
職
員
室
・

校
長
室
の
開
放
も
。
基
本
的
な

考
え
方
は
「
学
校
は

。み
ん
な

の
学
校
”
」
。
子
ど
も
を
見
て

ほ
し
い
。
先
生
方
を
育
て
て
ほ

し
い
。
学
校
全
体
の
動
き
を
み

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
。
そ
の

中
で
保
護
者
の
声
も
聞
き
た
い
。

・
土
、
日
に
は
、
先
生
方
を
地

域
へ
。

・
顧
問
の
先
生
に
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
忤
っ
て
も
ら
っ
た
ら
、
親
た

ち
が
交
替
で
面
倒
を
見

れ
る
の

で
は
。
各
部
の
父
母
の
会
を
は
っ

き
り
さ
せ
よ
う
。

・
先
進
国
で
先
生
が
部
活
を
や

る
の
は
日
本
だ
け
。
日
本
は
学

習
も
子
育
て
も
学
校
に
預
け
て

き
た
の
が
今
の
課
題
に
起
因
し

て

い
る
。

○
助
言

・
子

ど
も
に
も
そ
れ
ぞ
れ
タ
イ

プ
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
子
ど

も
に
関
わ
る
か
時
と
場
合
を
考

え
て
。

子ども週末活動支援事業

村教育委員会では小・中学生を対

象に地域の方々の力を借りながら、

こんな取り組みをしてきましたｰ

●サイクリング 10/19  (土）

ふるさと総合センターから高根～

瀬辺地開拓までの道のり。天気にも

恵まれ、昼はみんなで豚汁を。周囲

を散策し、山ブドウを採るなど自然

を満喫しました。

●リース作り 11／30 （土）

藤村柳子さん（長科）を先生にク

リスマスリース作り。親子が多数参

加。雪だるまのマスコットやリボン

などでとってもかわいく仕上がりま

した。女の子だけじゃなく男の子た

ちもたくさんいました。

●お菓子作り 12/14  (土）

前回に引き続いて藤村さんを先生

にむかえ、アップルパイ作り。パイ

生地やリンゴは藤村さんたちが準備

してくれました。リース作りと同じ

くかなりの人気で70人以上の参加が。

ボリュームたっぷりのおいしいパイ

でした。

今後も陶芸など、いろいろな活動

を予定しています。
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平成14年

度功労表彰・文化,スポーツ表彰

１
月
2
1曰
（
火
）
、
平
成
1
4年
度

の
自
治
功
労
表
彰
と
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
の
教
育
表
彰
式
が
ふ
る
さ
と
総

合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
、
功
労
表
彰
に
は
長
年
、

各
般
に
わ
た
っ
て
活
躍
さ
れ
た
７

名
と
、
善
行
者
表
彰
１
名
。
ま
た
、

村
教
育
委
員
会
表
彰
に
は
、芸
術
・

文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
分
野
で

功
績
の
あ
っ
た
1
4名
、
１
団
体
が

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

式

に
は
受
賞
者
を
け
じ
め
関
係

者
が
出
席
し
、
式
の
あ
と
、
受
賞

者
を
囲
み
お
祝
い
し
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

▲表彰を受ける石田正信くん

村
　

表
　

彰

「
功
労
表
彰
」

▼
田
中
　
　

博
　
（
瀬

辺

地
）

○
自
治
会
長
、
村
消
防
団
分
団
長

と
し
て
地
方
自
治
の
振
興
と
民
生

安
定
に
多
大
の
貢
献
。

▼
鈴
木
キ
ヌ
エ
　
　
（
阿
弥
陀
川
）

○
村
公
民
館
運
営
審
議
委
員
、
村

社
会
福
祉
協
議
会
評
議
委
員
と
し

て
地
方
自
治
の
振
興
と
社
会
福
祉

の
向
上
に
貢
献
。

▼
工

藤
　

久
子
　

（
中
　
　

沢
）

○
自
治
会
役
員
、
村
民
生
委
員
と

し
て
地
方
自
治
の
振
興
と
民
生
安

定
に
多
大
の
貢
献
。

▼
坂
本
　

貞
子
　

（
長
　
　

科
）

○
村
保
健
協
力
員
、
村
食
生
活
改

善
推
進
委
員
と
し
て
住
民
の
保
健

衛
生
と
健
康
増
進
に
多
大
の
貢
献
。

▼
福
井
　
　

勉
　

（
郷
　
　

沢
）

○
村
消
防
団
員
、
村
漁
業
協
同
組

合
理
事
と
し
て
民
生
の
安
定
と
産

業
の
振
興
発
展
に
多
大
の
貢
献
。

▼
佐
井
　

一
衛
　

（
阿
弥
陀
川
）

○
阿
弥
陀
川
農
事
振
興
組
合
役
員
、

村
消
防
団
員
と
し
て
農
業
の
振
興

と
民
生
の
安
定
に
多
大
の
貢
献
。

▼
小
鹿
　

秀
敏
　

（
長
　
　

科
）

○
村
消
防
団
本
団
付
部
長
、
村
商

工
会
理
事
と
し
て
民
生
の
安
定
と

産
業
の
振
興
発
展
に
多
大
の
貢
献
。

【
善
行
表
彰
】

▼
久
慈
　

一
司
　
　
（
広
　
　

瀬
）

○
海
難
事
故
に
お
い
て
自
己

の
危

険
を
か
え
り
み
ず
人
命
救
助
。

村
教
育
委
員
会
表
彰

【
芸
術
・
文
化
賞
】

▼
福
浦
竹
次
郎
　

（
瀬

辺

地
）

○
長
年
に
わ
た
り
村
文
化
協
会
役

員
、
松
楓
会
々
長
を
務
め
、
村
の

芸
術
・
文
化
の
向
上
発
展
に
貢
献
。

▼
小
田
桐
弘
明
　

（
長
　
　

科
）

○
第
2
9回
「
曰
象
展
」
大
賞
。

▼
藤
本
　

奈
七
　

（
弘
大
１
年
）

Ｏ
「
第
２
回
青
森
県
書
道
展
」
秀
作
。

▼
山
本
　

陽
子
　

（
蓬
中
３
年
）

○
平
成
1
4年
度
国
際
協
力
ス
ピ

ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
青
森
県
知
事
賞
。

▼
藤
本
　

結
子
　

（
蓬
中
３
年
）

○
平
成
1
4年
度
国
際
協
力
ス
ピ

ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
青
年
海
外
協
会

々

長
賞
。

▼
佐
々
木
琢
磨
　

（
蓬
中
３
年
）

Ｏ
Ｊ
Ａ
共
済
青
森
県
小

・
中
学
生

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
。

▼
佐
々
木
　

愛
　

（
蓬
中
１
年
）

○
青
森
県
海
を
き
れ
い
に
す
る
運

動
ポ
ス
タ
ー
の
部
特
選
。

【
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

▼
石
田
　
明
信
　
（
蓬
中
３
年
）

○
東
北
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
共

通
男
子
三
種
競
技
Ａ
第
３
位
。

▼
村
体
育
協
会
卓
球
部

○
第
5
7回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民

体
育
大
会
卓
球
競
技
村
の
部
第
３

位
。

▼
稲
葉
　
　
宏
　
（
高
　
　

根
）

○
第
5
7回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民

体
育
大
会
陸
上
競
技
男
子
１
０
０

メ
ー
ト
ル
村
の
部
Ｃ
第
２
位
。

▼
中
川
貴
世
仁
　
　
（
郷
　
　

沢
）

○
第
5
7回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民

体
育
大
会
陸
上
競
技
男
子
１
０
０

メ
ー
ト
ル
村
の
部
Ｂ
第
２
位
。

▼
藤
田
　

祐
己
　

（
北
高
３
年
）

○
第
8
2回
全
国
ラ

グ
ビ
ー
青
森
県

大
会
優
勝
。

▼
三
上
　

琢
義
　
　
（
北
高
２
年
）

○
第
8
2回
全
国
ラ

グ
ビ
ー
青
森
県

大
会
優
勝
。

▼
川
内
　

智
浩
　

（
北
高
３
年
）

○
第
5
5回
青
森
県
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
陸
上
競
技
男
子
走
高
跳

第
３
位
。

▼
石
田
　

正
信
　

（
南
高
３
年
）

○
第
5
5回
青
森
県
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
第

３
位
。

▲ 功 労表彰 、善 行表 彰者

●功労表彰 一文化、スポーツ表彰　４



『親も子も楽しむ』

がモットー

育児サークル「プレイランドスマイル」
〈連絡先〉役場住民生活課 健康班

担当　相馬保健師
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クローズアッ

プ

1

ジャンルを問わず何

かに取り組み頑張っ

ている人，グループ

をご紹介。今回は…

乳
幼
児
を
も
つ
お
母
さ
ん
が
結
成

し
た
育
児
サ
ー
ク
ル

が
あ
る
。

自
身
も
２
人
の
お
子
さ
ん
を
も
つ
、

代
表
の
福
井

智
美
さ
ん
（
郷
沢
）
に

お
話
を
聞
い
た
。

「
ち
ょ
う
ど
上
の
子
が
１
歳
く
ら

い
の
こ
ろ
か
な
。
初
め
て
の
育
児
だ
っ

た
し
、
よ
く
泣
く
子
だ
っ
た
か
ら
、

日
中
２
人
だ
け
で
い
る
と
ほ
ん
と
に

大
変
で
、
気
持
ち
に
余
裕
が
な
か
っ

た
。
そ
れ
で
、
誰
か
一
緒
に
遊
ぶ
大

い
な

い
か
な
あ
、
と

（
笑
）
。
村

の

予
防
接
種
で
一
緒
に
な
っ
た
お
母
さ

ん
に
軽
い
気
持
ち
で
声
を
か
け
だ
の

が
き
っ
か
け
」
。

ほ
か
の
親
子
と
も
楽
し
く
交
流
す

る
機
会
を
作
ろ
う
と

郷
沢
の
同
年
代

の
子
ど
も
を
も
つ
お
母
さ
ん
数
大
で

結
成
し
た
の
が
３
年
前
。
以
来
、
友

達
か
ら
友
達
へ
と
輪
が
広
が
り
、
中

沢
か
ら
広
瀬
ま
で
会
員
は
現
在
1
8名
。

活
動
は
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

で
週
に
Ｉ
回
、
午
前
中
の
２
時
間
ほ

ど
。「

子

ど
も
が
風
邪
を
ひ
い
た
り
、

家
の
用
事
が
あ
っ
た
り
し
て
、
毎
週

参
加
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
け
ど
、

そ
の
時
そ
こ
に
行
け
ば
必
ず
誰
か
い

る
っ
て
い
う
の
、
い
い
で
し
よ
」
と

福
井
さ
ん
。
同
じ
仲
間
が
い
る
と
い

う
こ
と
が
安
心
感
に
つ
な
が
る
。

保
育
所
、
幼
稚
園
に
あ
が
る
前
に

同
年
代
の
子
ど
も
だ
ち
と
一
緒
に
遊

べ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
の
が
こ
の

サ
ー
ク
ル
の
目
的
の
ひ
と
つ
。
お
も

ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
、
絵
本
を
読
ん
だ

り
、
ビ
デ
オ
を
見
た
り
。
家
に
い
る

の
と
同
じ
遊
び
で
も
同
じ
年
ご
ろ
の

友
達
と
一
緒
に
、
と
い
う
の
が
重
要

だ
。
七
夕
や
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
が
あ
る
時
は
、
親
子
そ
ろ
っ

て
飾
り
を
作
っ
た
り
パ
ー
テ
ィ
を
し

た
り
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
目
的
は
、
お
母
さ
ん

の
ス
ト
レ
ス
解
消
。
日
ご
ろ
の
育
児

な
ど
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
な
ど
、

み
ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り
す
る
だ
け
で

も
気
分
転
換
に
。
昨
年
は
大
人
だ
け

で
着
付
け
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な
ど
に

も
挑
戦
し
た
。

サ
ー
ク
ル
内
に
こ
れ
と
言
っ
て
決

ま
り
は
な
い
。
特
に
お
金
を
か
け
て
、

と

い
う
こ
と
も
な
い
。
メ
ン

バ
ー
が

だ
ん
だ
ん
増
え
て
き
た
の
は
自
由
な

雰
囲
気
が
い
い
か
ら
な
の
か
も
し
れ

な
い
。
親
が
い
い
顔
を
し
て
い
れ
ば
、

自
然
に
子
ど
も
に
も
そ
れ
が
伝
わ
る
。

最
後
に
福
井

さ
ん
は
「
自
分
だ
け
で

育
て
よ
う
と
思
わ
な
い
で
。
周
り
の

人
の
手
も
借
り
れ
ば
も
っ
と
楽
し
く

子
育
て
で
き
る
よ
」
と
加
え
た
。

ま
だ
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
と

い

う
お
母

さ
ん
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

気
軽
に
サ
ー
ク
ル

デ
ビ
ュ

ー
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

結成当初から続く ノート。

好きな こ とを 何で も書 い

ち ゃお う と い う 、懐 か し

の（?! ）交 換 日記。

中は 絵や 写真 つきで にぎ

やか。

昨年 の ５月。

折り紙でこいのぼり 作り。

上手 にで きまし た。

前列 １番 左が代 表 の福井

さん。

5●クローズアップ



むらの

できごと

あれこれ
明るい雰囲気に包まれて

12月15日（日）、蓬田商工会女性部の皆

さんが蓬生園を慰問しました。

手作りのきな粉入りのおもちやよもぎ茶

を振る舞ったあと、ダンスや蓬かほりさん

の歌が披露されました。食堂に集まったお

じいちゃんおばあちゃんは楽しい踊りや歌

に笑顔を見せ、一緒に手拍子を打ったりし

て楽しくひとときを過ごしました。

素敵な歌声に みんなうっとり…

墨の香り漂う中…

１月10日（金）、幼稚園児から一般まで24

名が参加し、恆例の書き初め大会が中央公民

館で行われました。

坂本毅さん（中沢）を講師に迎え、真っ白

な半紙に向かい、手本にならってのびのびと

書いていました。ゆったりと書く子どもだち

とは対照的に熱く指導するお母さん方の姿が

多く見られました。

金賞受賞者は次のとおりです。（敬称略）

小猿　翔也（１年）坂本　百挂（２年）

高田きらら（３年）小松　千峰（４年）

小松　由佳（６年） 元気いっぱい 上手に書けました

●むらのできごとあれこれ　6



真剣勝負!!
１月12 日出 ）、 第２回蓬田村民トランプ大

会がふるさと総合センターで開催されました。

優勝者にはカラーテレビ、副賞 として蓬田

紳装よりブレザー、２位はＤＶＤプレイヤー、

３位はビデオデッキと豪華賞品が並び、40 名

が参加して白熱したゲームを繰り広げました。

入賞者は次のとおりです。（敬称略）

優　勝　　倉谷　　一（阿弥陀川）

準優勝　　吉崎　良一（蓬　　田）

第３位　　 川崎　 昭一（広　　 瀬）

第４位　　 小鹿　 一義（長　　 科）

第５位　　 久慈　 光夫（広　　 瀬）

ゴニンカン大好き！

自慢の味をぜひどうぞ！

１月17日（金）から２日間にわたり、東青

地域の特産物が大集合し、アスパム（青森市）

で「元気なかっちゃの味自慢・うで自慢」が

行われました。

訪れる人は１日目こそまばらだったものの、

２日目はテレビのニュースの効果もあってか、

大盛況。

村からは、トマト加エグループとマザー加

工部のみなさんがトマトケチャップや笹もち

などを販売しました。手作りの味を試食した

お客さんには大変好評で、商品は飛ぶように

売れていました。
きっとお口に合うと思いますよ

全国べスト８おめでとう！

１月18日（土）、今年、青森北高ラグビー

部の選手として花園出場を果たした藤田祐己

くん、三上琢義くんの活躍を祝う会が中沢自

治会主催で行われました。

二人の健闘をたたえ、その活躍を後世に残

しておくため絵馬にして中沢稲荷神社、傘松

観音に奉納。会場の中沢公民館には、50人以

上が駆けっけ２人を祝いました。

最後にあいさっに立った藤田くんは「卒業

後はＯＢチームで続けていきます」と述べ、

まだ２年生の三上くんは「来年も花園に出場

します」と力強く話してくれました。 お祝いされて笑顔を見せる藤田くん(左)と三上くん

７　●むらのできごとあれこれ



特別寄稿

マキ・スティーブンスさん

（旧姓　久慈真喜さん 瀬辺地）オーストラリア在住

▲旅行先の北海道ニセコにて

我
が
家
の
冬
（
夏
）
休
み

Ｇ

。
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｉ
（

ロ
ー
ー
こ

ん
に
ち
は
！

お
元
気
で
す
か
？

早

い
も
の
で
、
こ
ち
ら
で
の

生
活
も
８
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

昨
年
に
は
、
次
男

・
成
も
誕
生

し
、
家
族
４
人
、
に
ぎ
や
か
に

や
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
日
本
の
夏
休
み
に
合

わ
せ
て
、
７
月
末
か
ら
４
週
間

ほ
ど
、
１
年

ぶ
り

の
里
帰
り
を

し
ま
し
た
。
家
族
や
友
達
に
会

い
、
昔
話

に
華
を
咲
か
せ
た
の

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
今
回
は

蓬
田
村
の
い
ろ
ん
な
行
事
に
参

加
で
き
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
は
で
き
な
い
、
と
て
も
肯
重

な
経
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

村
民
運
動
会
。
長
男
・
界
に

と
っ
て
初
め
て
の
運
動
会
で
し

た
。
瀬
辺
地
自
治
会
の
は
ち
ま

き
を
し
て
、
幼
児
2
0
メ
ー
ト
ル

走
に
参
加
で
き

た
の
が
す
ご
く

う
れ
し
か
っ
た

み
た
い
で
す
。

景
品
の
お
菓

子
は
す
ぐ
に
食
べ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ま
た
、
最
後
の
自
治
会

対
抗
リ
レ
ー
を
撮
影
し
て
い
た

夫
・
シ
ョ
ー
ン
は
、
応
援
に
熱

が
入
り
す
ぎ
て
、
ビ
デ
オ
の
ほ

と
ん
ど
が
風
景
で
し
た
。
綱
引

き
に
参
加
し
た
本
人
は
、
次
の

日
、
筋
肉
痛
だ
っ
た
み
た
い
で

す
。海

ま
つ
り
は
今
年
で
４
回
目

か
な
？
王
松
海
水
浴
場
も
整
備

さ
れ
て
、
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
よ
ね
。
初
め
て
参
加
し
た
時

は
、ま
だ
結
婚
す
る
前
で
、シ
ョ
ー

ン
が
タ
ー
ザ
ン
グ
ー
ム
で
優
勝

し
て
、
桃
太
郎
ト
マ
ト
を
も
ら
っ

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
腦
年
だ
っ

た
か
な
？
こ
の
頃
は
、
シ
ョ
ー

ン
も
ま
だ
村
に
慣
れ
て
な
く
て
、

肩
に
力
が
入
っ
て

い
た
よ
う
な

感
じ
だ
っ
た
の
と
、
皆
さ
ん
の

方
も
、
外
国
人
と

い
う
こ
と
で

少
し
構
え
て

い
た
よ
う
な
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま

す
が
、
今
回
は
、
皆
さ
ん
も
声

を
か
け
て
く
れ
て
、
私
を
通
さ

ず
に
会
話
で
き
る
よ
う

に
な
っ

た
の
が
、
本
人
も
う
れ
し
か
っ

た
み
た
い
で
す
。

産
業
ま
つ
り
の
頃
に
は
、
す
っ

か
り
慣
れ
て
、
界
は
友
達
と
遊

ん
で

い
た
し
、
シ
ョ
ー
ン
も
い

ろ
い
ろ
見
学
し
て
歩
い
て
い
た

よ
う
で
す
。
二
人
の
津
軽
弁
も

ち
ょ
っ
と
上
達
し
た
か
な
。
も

ち
ろ
ん
、
蓬
田
牛
も
お
い
し
か
っ

た
で
す
。

今
年
も
瀬
辺
地
自
治
会

の
皆

さ
ん
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
体

操
は
、
毎
朝
、
界
に
起
こ
さ
れ

て
ち
ょ
っ
と
つ
ら
か
っ
た
け
ど
、

喜
ん
で
出
か
け
て
い
っ
た
し
、

早
起
き

の
癖
も
つ
き
ま
し
た
。

走
る
の
も
少
し
は
速
く
な
っ
た

か
な
。
子
ど
も
会
の
行
事
に
も

参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
、
焼
き
肉
、
花
火
と
親

子
と
も
ど
も
楽
し
ま
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り

が
と

う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
蓬
田
村
を

離
れ
て
1
7年
に
な
る
私
に
と
っ

て
は
、
子
ど
も
の
頃

が
思
い
出

さ
れ
懐
か
し
く
感
じ
た
の
と
、

多
少
内
容
は
変
わ
っ
て
い
る
も

の
の
、
今
も
変
わ
ら
ず
に
行
わ

れ
て
い
る
こ
と

に
感
激
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、

我
が
家
に
と
っ

て
は
日
本
で
の

い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
の
終
わ
り
に
語

学
指
導
助
手
の
バ
ー
ク
レ
イ
さ

ん
（
ウ
エ
ス
）
が
来
日
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
シ
ョ
ー
ン
が
少

し
だ
け
通
訳
と
い
う
形
で
お
手

伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

シ
ド
ニ
ー
と
は
日
本
と
教
育
の

シ
ス
テ
ム
が
違
う
の
で
、
良
い

勉
強
に
な
っ
た
よ
う
で
す
し
、

普
段
、
敬
語
等
を
使
う
こ
と
が

少
な
い
の
で
日
本
語
の
勉
強
に

も
な
っ
た
み
た
い
で
す
。

現
在
私
は
、
仕
事
も
辞
め
、

家
事

・
子
育
て
に
専
念
す
る
毎

日
で
す
。
今
は
、
界
が
来
年
か

ら
学
校
に
通
う
た
め
、
そ
の
準

備
で
ハ

タ
ハ

タ
し
て

い
ま
す
。

家
で
は
、
日
本
語
を
使
い
ま
す

が
、
今
後
は
話
す
機
会
が
少
な

く
な
る
と
思

い
ま
す
。
私
は
、

英
語
を
も
っ
と
勉
強
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
た

ち
に
も
日
本
語
を
忘
れ
な

い
よ

う
に
、
少
し
ず
つ
教
え
て

い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ

れ
か
ら
は
、
長
期
の
里
帰

り
も
難
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
ま
た
い
つ
か
、
同
じ
体

験
を
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
ま
す

の
で
、
そ
の
時
は
、
ま
た
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
あ
ら
た

め
ま
し
て
、
役
場
の
皆
さ
ん
、

瀬
辺
地
自
治
会
の
皆
さ
ん
、
そ

し
て
、
蓬
田
村
の
皆
さ
ん
、
い

ろ
い
ろ
と
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い

ま
し
た
。

●我が家の冬(夏)休み　8



児童川柳 ペンシ

ル

5

3題 Γ家 」

天
位

５
年

坂

本
　

駿

く

ん

学
校
の
宿
題
家
ま
で
つ
い
て
く
る

●
佳
作

●

五
客

休
日
は
家
で
た
く
さ
ん
ね
る
ん
だ
よ

家
の
中
し
Ｉ
ん
と
し
て
る
お
る
す
ば
ん

お
し
ょ
う
が
つ
家
で
お
ぞ
う
に
食
べ
た
い
な

家
の
中
か
ぞ
く
の
え
が
お
が
あ
っ
た
か
い

家
だ
け
は
家
族
み
ん
な
が
そ
ろ
う
と
こ

家
の
中
家
族
の
心
が
ぽ
っ
か
ぽ
か

き
れ
い
な
家
家
の
中
で
は
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
だ

家
の
人
い
つ
も
お
こ
っ
て
あ
Ｉ
う
る
さ
い

帰
る
家
そ
れ
が
あ
る
の
は
喜
び
だ

と
り
あ
え
ず
人
が
住
む
ト
コ
だ
と
思
い
ま
す

気
づ
い
た
ら
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
乗
っ
て
い
た

お
か
え
り
と
し
ゃ
べ
れ
ば
き
こ
え
る
お
か
え
り
と

動
い
た
り
飛
ん
だ
り
す
る
家
お
も
し
ろ
そ
う

家
の
中
だ
ん
だ
ん
家
族
が
減
っ
て
い
く

ひ
っ
こ
し
だ
ま
え
も
と
な
り
も
ボ
ブ
サ
ッ
プ

い
え
の
な
か
お
か
あ
さ
ん
み
て
き
れ
い
だ
ね

家
は
あ
る
に
わ
は
な
い
け
ど
家
が
あ
る

家
だ
っ
て
す
こ
し
は
で
か
け
て
み
た
い
よ
ね

家
の
中
み
ん
な
ド
タ
バ
タ
い
そ
が
し
い

家
の
中
あ
っ
た
か
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う

３
年
　
青
木
　
岬
野

３
年
　
柿
崎
　
彩
花

２
年
　
福
井
　
薫
花

２
年
　
福
士
か
れ
ん

４
年
　
坂
本
亜
沙
美

４
年
　
木
村
　
賢
太

４
年
　
沼
田
　
恵
李

４
年
　
小
笠
原
綾
香

６
年
　
大
澤
　
　
瑛

６
年
　
大
宮
由
紀
子

３
年
　
三
上
　
雅
隼

６
年
　
藤
田
　
哲
啓

５
年
　
砂
田
　
大
樹

５
年
　
堀
　
　
潤
哉

６
年
　
木
村
　
英
司

２
年
　
越
田
　
　
恵

６
年
　
青
木
　
大
輔

４
年
　
吉
崎
　
里
奈

４
年
　
細
谷
　
幹
奈

２
年
　
加
藤
　
　
奏

☆
人
位
　
か
え
ろ
う
よ
い
え
で
か
ぞ
く
が
ま
っ
て
い
る
　
　
　
　
　
　
３
年
　
細
谷
　
正
孝

☆
地
位
　
ぼ
く
の
家
犬
の
家
よ
り
せ
ま
そ
う
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
年
　
木
村
　
英
司

お かじ ょ う き

川柳 社

八 戸

む さ し さ ん

選 評

今 回も たく さ んの 句 をあ

り がと う 。

「 家 」と い う の は 、 み な

さ んにと っ て 「あ たた かい 」

「笑顔のある」「楽しい」と

こ ろ な ん で す ね 。｢ あ た た

かい 」｢ 笑顔 の あ る 」｢ 楽 し

い 」と い う 言葉 であ ふ れ て

い まし た 。 安心 し ま し た。

でも 、 川 柳 は 「あ た た か

い 」「笑 顔 のあ る 」「 楽し い」

を 具 体的 に 書 ＜ こ と が 必 要

で す。

頑張 っ て ね ！

人位 Γかえ （帰）ろ う よ」

という呼びかけの言葉を 最

朷に持ってきたのがこ の句

の性格を決定しまし たネ。

地 位 Γ犬 の 家 」 つてと て

つもな＜大きい のがあるん

だよ ね。英司＜んの目の位

置が並はずれてい てスゴイ

です。

天位 宿 頴 つで 家 でや ろ の

が普通だと思うけど、 それ

を Γ家までつい てくる」と

表現できる駿＜んがすばら

しい。

ウェスのコーナー

Wessc

orner
カナダは、１年中で冬が一番長いです。僕が住んでいたオタワは、11月中旬から４月中旬までが冬。雪は多いし、

１月半ばなんて平均気温は－20℃まで下がります。

冬がこんなに長いので、楽しく過ごすため、ウィンタースポーツがとてもさかんです。例をあげれば、スキーやス

ノーボード、スケート、ホッケーというところかな。そういえば、カナダ人は Γホッケー」のことをわざわざ Γアイ

スホッケー」と言ったり、Γスケート」のことを Γアイススケート」と言ったりはしません。｢スケート」と言えば、

すぐにみんな氷の上でするスケートを連想するし、Γホッケー」についてもそうだからです。ただ｢ ホッケー」と言う

だけでは、Γフィールドホッケー」なのか Γアイスホッケー」なのかわからない国の人もいるでしょう。スポーツのイ

メージは、その国によって違うこともあるんです。

アルペンスキーも歩くスキーも、よくやります。僕は子どもの頃にスキーとスケートを学校で習いました。僕の家

族は、スキーもスケートもできなければカナダ人ではない！と言っていましたが、今になってみると僕もそう思いま

す。

今カナダもちょうど冬で、友人や家族が電話してくると、必ず聞かれます。Γ日本にも雪は降るの？」もちろん答え

は Γイエス」。実際、蓬田は信じられないくらい雪が多いです。オタワも雪が多かったけれど、蓬田もすごい…。悲し

いことに、この雪のおかげて、疲れて風邪を引いてしまいました。唯一の救いは、蓬田はカナダほど寒くならないこ

とです。

次回はスポーツについて。お楽しみに。

9　●児童川柳／ウェスズコーナー



お
知
ら
せ

情

報

局

確
定
申
告
は

自
分
で
書
い
て

平
成
1
4
年
分
の
所
得
税
確
宗

申
告
の
税
務
署
窓
口
で
の
相
談

及
び
申
告
書
の
受
付
は
、
平
成

1
5年
２
月
1
7日
（
月
）
平
成
1
5年

３
月
1
7日
（
月
）
ま
で
で
す
。

な
お

、

税

務

署

の
閉
庁

日

（
土

・
日
曜
日
・
祝
日
等
）
は
、

税
務
署
で
は
相
談
及
び
申
告
書

の
受
付
は
行

っ
て
お
り
ま
せ
ん

の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
や
収
支
内
訳
書

等
は
、
「
確
定
申
告
の
手
引
き
」

や
「
収
支
内
訳
書
の
書
き
か
た
」

な
ど
を
参
考
に
ご
自
分
で
記
載

し
て
、
出
来
上
が
っ
た
申
告
書

等
は
、
お
早
め
に
郵
送
等
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
署
に
お
い
て
も
、
申
告

書
等
を
作
成
さ
れ
る
方
の
た
め

に
、
記
載
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
た
め
の
相
談
体
制
を
と
っ

て
お
り
ま
す

が
、
で
き

る
だ
け

ご
自
分
で
記
載
し
た
上
で
お
い

で
い
た
だ
く
よ
う
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
郵
送
先

一丁
０
３
０
－
8
6
0
1

青
森
市
長
島
１
－

３
－

５

青
森
第
二
合
回
庁
舎
内

青
森
税
務
署

ａ

０
１
７
－

７
７
６
－
4
2
4
1

相
続
登
記
は

お
す
み
で
す
か
月
間

青
森
県
司
法
書
士
会
は
、
２

月
を
「
相
続
登
記
は
お
す
み
で

す
か
月
間
」
と
定
め
て
、
相
続

登
記
の
大
切
さ
を
啓
発
す
る
活

動
月
間
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
１
ヶ
月
間
は
相

続
登
記
に
関
す
る
相
談
を
無
料

で
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
お

近
く
の
各
司
法
書
士
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、
調
査
等
を
要
す
る

場
合
は
有
料
と
な
り
ま
す
⊃

※
問
い
合
わ
せ

青

森

県

司

法

書

士

会

ａ

０

１

７
－

７

７
６
－

８
３

９
（
ｘ
）

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

国
際
交
流
事
業

内
閣
府
で
は
、
将
来
を
担
う

国
際
感
覚
豊
か
な
青
年
を
育
成

す
る
た
め
、
様
々
な
国
際
交
流

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
平
成
1
5年
度
の
「
国

際
青
年
育
成
交
流
」
「
日
中
、

日
韓
青
年
親
善
交
流
」
「
世
界

青
年
の
船
」
「
東
南
ア

ジ
ア
青

年
の
船
」
事
業
の
参
加
青
年
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
期
間

平
成
1
5
年
３
月
1
0
日
（
月
）
～

平
成
1
5年
４
月
４
日
（
金
）

※
問
い
合
わ
せ

内
閣
府
（
青
年
国
際
交
流
担

当容
０
３
－
3
5
8
1
－
1
1
8
1

青
森
県
青
少
年
・
男
女
共
同

参
画
課

ａ
０
１
７
－
７
３
４
－
9
2
2
4

国
民
年
金
保
険
料
を

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
よ
う

国
民
年
金
は
世
代
と
世
代
を

つ
な
ぐ
支
見
合
い
の
制
度
で
す
。

原
則
と
し
て
2
0歳
以
上
6
0歳

未
満
の
人
は
必
ず
加
入
し
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す

が
、
保
険
料
を

納
め
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
と

ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

①
老
齢
基
礎
年
金
は
4
0年
間
保

険
料
を
納
め
る
と
6
5歳
か
ら
満

額
受
給
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

未
納
期

間
（
保
険
料
を
納

め
て

い
な

い
期

間
）
が
あ
る
と

そ
の

期
間
に
応
じ
た
分
だ
け
減
額
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
保

険
料

の
納
付
済
み
期

間
（
免

除

期
間
を
含
む
）
が
2
5年
に
満

た

な
い
方
は
年
金
を
受
給
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

②
障
害
基
礎
年
金
は
国
民
年
金

加
入
期
間
中
な
ど
に
病
気
や
け

が
で
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
場

合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
遺
族
基
礎
年
金
は
国

民
年
金
加
入
者
な
ど
が
亡
く
な

っ
た
場
合
に
、
そ
の
亡
く
な
っ

た
人
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ

れ
て
い
た
子

の
い
る
妻
ま
た
は

子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

保
険
料

の
納
付

済
み

期
間
（
免

除
期
間
を
含

む
）
が
加
入
期

間

の
３
分
の
２
以

上
な
い
と
、
こ

れ
ら
の
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。年

金
と
い
う
の
は
、
若
い
と

き
は
保
険
料
を
納
め
る
だ
け
で

自
分
に
は
関
係
が
な
い
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
若
い
と
き

に

も
以
外
と
か
か
わ
り
が
深
い
も

の
で
す
。
将
来
の
安
心
に
つ
な

げ
る
た
め
、
国
民
年
金
保
険
料

は
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

※
問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
　

年
金
係

容
２
７
－

２
１
１
り乙

お知らせ情報局●10



●
不
況
風
家
族
の
絆
強
く
す
る

重
　
彦

●
不
況
風
仕
事
も
金
も
皆
飛
ば

す
　
　
　
　
　
　
　

勝
　
子

●
我
が
家
に
は
不
況
を
と
ば
す

笑
い
あ
る
　
　
　
　

清
　
乃

●
国
策
も
不
況
続
き
で
税
高
く

貴
　
弘

●
公
務
員
不
況
知
ら
な
い
飯
を

食
う
　
　
　
　
　
　

蓬
　
石

●
血
税
が
一
人
歩
き
で
不
況
呼

ぶ
　
　
　
　
　
　
　

樫
　
吾

●
店
が
消
え
子
の
声
な
く
て
村

さ
び
れ
　
　
　
　
　

瓢
　
一

春
雨
な
ら
ば
止
む
の
に
止
ま
ぬ

不
況
風
　
　
　
　
　

和
　
也

●
や
り
く
り
で
不
況
知
ら
ず
の

台
所
　
　
　
　
　
　

年
　
栄

参
不
況
で
も
う
ち
の
母
ち
ゃ
ん

腹
三
つ
　
　
　
　
　

啓
　
子

○変更内容

これからの内容 今までの内容

制限なし。　１人で複数も可。 １世帯につき１区画。

自ら居住しない住宅用地としても買うことができる。

（例）

○併用住宅でもよい。ただし、騒音・悪臭等で地域

住民へ迷惑をかける建物はため。

○建売住宅（モデルハウス等含）でもよい。

○アパート等の集合住宅用地でもよい。

自ら居住する住宅用地でなければならない。

住宅建設時期の制限なし。ただし、地目変更はため。 引き渡し後、 ５年以内に住宅を建設しなければなら

ない。

村では分譲地をより買い求めやすくするため、規制を緩和して下記の変更内容で販売するこ

とになりました。

詳しくは、鯲孩謖企画lﾘ打227-21 １ ｎ までお問い合わせください。

「グリーンタウンよもぎた」に

関する条件の緩和のお知らせ

開催日 曜日 行　　　　 事　　　　 名 場　　　　 所 時　間 担　　 当

２／３ 月 書道教室 中　央　 公　民　館 13 : 30 教 育 委 員 会

５ 水 乳児育児教室 ふるさと総合センター 9 :30 住 民 生 活 課

ク ク 陶芸教室 ク 9 :00 教 育 委 員 会

６ 木 生活習慣予防教室「冬場の運動不足解消に］ ク 9 :30 住 民 生 活 課

10 月 書道教室 中　央　 公　民　館 13 : 30 教 育 委 員 会

12 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 々

15 土 村民スキー大会 村 簡 易 ス キ ー 場 9 :00 体協 ス キー部

17 月 書道教室 中　央　 公　民　館 13 : 30 教 育 委 員 会

18 火 風しん（乳幼児）予防接種 蓬　田　 診　療　所 13 : 00 住 民 生 活 課

19 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 教 育 委 員 会

21 金 １歳６ヶ月・２歳児健診 中　央　 公　民　館 12 : 45 住 民 生 活 課

24 月 書道教室 ク 13 : 30 教 育 委 員 会

26 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 々

28 金 生活習慣予防教室「糖尿病について」 々 9 :30 住 民 生 活 課

// ●傘松川椢同好会 ／行事予定表

傘
松
川
柳
同
好
会



少年少女スキー教室
冬休みも残すところあとわずかという １月８日

から２日間にわたり、スキー教室が行われました。

みんな上手にすべれたかな？

戸 籍 の

窓　　囗

人口と世帯数

12月31日現在　前月比

総人口　3,625人　（＋7 ）

男　　1,710人　（＋3 ）

女　　1,915人　(+4)

世帯数　1,103世帯（＋5 ）

12月受付分

おくやみ申し上げます

川崎　つや（広　　 瀬　86歳）

森　　 清一（ 口弥陀川　84歳）

盛　　 秋雄（jy2Jjiﾚ84 歳）

木村やゑ乃（瀬 辺 地　84歳）

川崎　ソノ（広　　 瀬　83歳）

み
～
つ
け
た

154

八
戸
光
弘
さ
ん
（
阿
弥
陀
川
）
宅

で
蓬
田
駅
の
駅
舎
完
成
の
記
念
写
真

を
見

つ
け
ま
し
た
。

津
軽
線
（
青
森
－

蟹
田
間
）
が
開
通

し
だ
の
が
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
五

日
。
そ
の
前
後
に
建
て
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
が
、
い
つ
頃
撮
影
さ
れ
た
写

真
な
の
か
、
詳
し
い
こ
と
は
持
ち
主

の
八
戸
さ
ん
も
わ
か
ら
な
い
と
の
こ

と
。
よ
く
見
る
と
知
っ
て
い
る
顔
も

ち
ら
ほ
ら
・
…

ご
存
じ
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
だ
ら
、
ご
一
報
を
。

編
　
集
　
後
　
記

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
ま

す
が
、
み
な
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
か
く
言
う
私
も
流
行
り
に

乗
っ
て
一
週
間
寝
込
む
こ
と
に
。
仕
事

は
遅
れ
る
、
治
療
代
は
か
さ
む
・
…

健

康
第
一
！
身

に

し

み

た

一
週

間

で

し

た

。

戸籍の窓口●12
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